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Abstract : 
  The recent status of laser medicine is characterized as a medical technology. The application of laser technology in medicine has 
circulated throughout theworld, especially, as a laser scalpel insurgery, asinstruments for diagnosis and/or treatment of eyes, and as 
treatment tools in dermatology andplastic surgery. 
  On the other hand, laser  light is used for the photodynamic diagnosis (PDD) and treatment (PDT) of cancer with a photosensitizer 
(protoporphyrin-IX), whichis produced from 5-aminolevulinic acid (5-ALA), a precursor of the  Pp-IX. We studied the red fluorescence 
analysis (PDD) of  Pp-IX incorporated intothe cancer tissue and the red light beam was irradiated onto the cancer tissue for PDT. Thus, 
5-ALA would seem to be the next generation drug as a photosensitizer of the PDD and PDT. 
  A new compact laser system which utilizes two wavelengths (blue and red) for PDD and PDT in real time will be developed through 
collaboration withthe Venture Business Laboratory in the faculty of engineering at our university and with the Center of Industrial 
Technology of the Fukui prefectural government.
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療,人 工臓器,生 体代替素材 と列挙に暇が無い。その
中にあって,レ ーザー医学の存在も医療工学の先陣を
切って先行 していることを忘れてはな らない。 レーザ
ー工学の急速な進展につれて,レーザー技術の活かさ
れていない診療科や基礎医学研究科が見当たらない位,
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lSC:lnterSystemClossing(系間 交 叉:励 起 一 重 項 と
三 重 項 状 態 で 電 子 ス ピ ン の交 叉 が起 き る こ と);hu:光
励 起 す なわ ち光 照 射 が 行 わ れ る こ と;S:Substrate(基
質:励 起 三 重 項 状 態 で は電 荷 の 片寄 りが起 り易 く,励 起
HpD分子 と基 質 の 間 で 電 荷 移 動 錯 体3[HpDδ+/∵_Sδ一/+]*
を 形 成 す るが,こ の 中間 体(HpDδ一)がラ ジ カ ル 性 の 活 性
酸素 に 移 行 す る と言 わ れ て いる 。)
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医療工学 としてのレーザー医学の現状と県や工学部との接点
その癌治療の光メカニズム を図2に 示す。 レーザー
ビー ム の 光 エ ネ ル ギ ー が 蛍 光 性 色 素 分 子(HpDo:
HematoporphyrinDerivative)をよ り高 い電子 エネル ギ




(1)のスパ ーオキサイ ド,02-,水酸化 ラジカル,OH,過
酸化水素,H202)が生成す る。蛍光性色素分子 その もの
は,そ のエネル ギー を酸 素分子 に移動 させ る と,基 底
状態(HpDo)に戻 る。これ は光 エネル ギー の交換効率 の
極 めて高 い反応 である。つ ま り,蛍 光色素分子 そのも
のは,余 程 の損傷 を受 けるこ とが なけれ ば,そ のエネ
ル ギー移動サイ クル は光照射 してい る限 り継続す る。
則 ち,省 エネ に通ず る治療 を行 ってい るこ とになる。
本 レーザー治療 は レーザ ー光力学的癌 治療法(PD
T=PhotodynamicTherapy)と呼ばれ る。 日本 レーザー
医学会が創 立 されてか ら6年 目に,世 界で初 めて この
レーザー光力学的癌治療の国際会議が東京 にて開催 さ
れた。 二年 に一度,世 界主要8ヵ 国で開催 され,昨 年
再び 日本 にて第9回 国際会議が約2,000名の 出席者 を
もって開催 された。 この新 しい癌治療法の確立の背景
には,20年 前 か ら当時 の厚 生省 がん研 究班会議 が約
10年間に渡 り継続 され,8年 前に漸 く厚生省か ら本治
療 法の許認 可がお りた経緯 があ る。 この よ うに,一 っ
の光増感剤(商品名:Photo伍n-II>をPDT用の医薬品 と
して使用す るための許認 可 と,一つ の レーザー(エキシ
マー色素 レーザー)をPDT用 の医療機器 と して使用す
るための許認 可を同時に得 るために,想 像 を越 える情
熱 と歳月 が費や され た。 著者 も光増感効 率の良い,即
ち,活 性酸 素を一度 に多量に生成す る光増感剤 にっい
てある製薬会社 と約10年 間共同研 究を したが,体 内
貯留期 間が長 く副作用 が強 い と言 う理 由で,医 薬 品 と
しての認可 申請 を断念せ ざるを得 ない事 もあった。適
用癌 の利用拡大 と次世代 の光増感剤,お よび新 しい診
断 ・治療 両用 レーザー の開発 と許 可申請 のため,国 内
の約50の 診療施設や基礎研 究者 が,治 験 を含 めた研
究 を現在 も継続 している。
著者が本学 にお世話 になってほぼ20年 になるが,
そ の間,先 が見 えてきた研究 内容囮 を紹介す る。
臨床 に近 い研究 として,悪 性脳腫瘍 の手術前 にヘ ム
















































は有効であることが実証 され,と 同時に,術 中蛍光診
断切除術により5年生存率は著しく改善 された[2]。
さらに切除後,診 断用青紫色 レーザー光を治療用赤

















































現 ・柏葉脳神経外科病院院長,金 子貞男先生か らは
術中蛍光診断サンプルの提供を受けた。金沢大学名誉
教授,久 住治男先生にはレーザー医学の臨床応用研究
お よび基礎研究において25年 間サポー トを頂いた。
また,福井医科大学前教授 ・現副学長,福 田優先生に
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